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 7⽉29⽇から8⽉2⽇、沖縄県総合運動公園陸上競技場にて第63回全国⾼等学校陸上競技対抗選⼿権⼤会が開催されま
した。本校からは⾼校3年の和泉理久選⼿が三段跳に出場しましたので、これまでの経緯（成⻑や種⽬変更）と⼤会の模
様を報告したいと思います。

               

 中学1年時、和泉選⼿は短距離選⼿として、東京都の強化選⼿に選出されたのを覚え
ています。⼊部当初はそれほど脚の速い印象はありませんでしたが、秋頃には12秒6く
らいで⾛るようになりました。当時、秋の都⼤会（⽀部対抗）の中学1年⽣のリレー
（荒井・和泉・佐々⽊・佐伯）で優勝したことは、今でも鮮明に覚えています。あの時
は跳躍選⼿としてではなく、どちらかと⾔えば短距離選⼿としてこの先取り組んでいく
のだろうと思っていました。そんな中、中1の11⽉頃府中陸上競技場で練習していた
際、⾛⾼跳をやってみたところ、1ｍ55か60くらいをクリアしたことがありました。踏
み切りの速さが際⽴っていて、その時、「これは⾛⾼跳選⼿としていけるのではない
か」と考えたのを覚えています。その後は定期的に⾛⾼跳の練習に取り組み、中2の秋
の10ブロック⼤会では1ｍ80をクリアしました。当然中学3年では1ｍ85の全国⼤会標
準記録突破を⽬標に⼀冬を過ごし、⾒事中3では全国⼤会出場を果たしました（リレー
では2位となり全国⼤会に出場できなかったのは悔しい思い出です）。全国⼤会では不
本意な結果となりましたが、秋に⾏われたもうひとつの全国⼤会（ジュニアオリンピッ
ク）では1ｍ86をクリアし、⾒事8位⼊賞を果たしました。

 
 ⾼校⽣になり、⾼1の都⼤会では1ｍ88をクリアして南関東⼤会に出場しました。この頃にはスプリント能⼒も開花し
つつあり、リレーのメンバーにも⼊っていました。その後も⾛⾼跳に取り組んでいましたが、彼のスプリント能⼒、バ
ウンディングの⼒などを考えたとき、垂直種⽬（⾛⾼跳）ではなく、⽔平種⽬（⾛幅跳・三段跳）の⽅が⼒を発揮でき
るのではないかと考え始めたのは⾼2の春です。⾼2の都⼤会では⾛⾼跳では1ｍ91をクリアし4位、そしてほぼぶっつ
け本番で挑んだ三段跳では14ｍ09（+2.9）を跳び3位と、2種⽬で南関東⼤会に出場することになりました（2009年
度の都総体総合2位に⼤きく貢献しました）。南関東⼤会では⾛⾼跳1ｍ90で14位、三段跳は14ｍ31で8位となりまし
た。
この後、⾛⾼跳ではなく、三段跳に専念するこになりました。

 1年間、三段跳選⼿として懸命に取り組んできました。春までは順調にトレーニングが積めたと思います。ただ、都⼤
会の決勝で腰部を痛めたことは、その後のトレーニングに⼤きく影響しました。都⼤会後、南関東、そして今回のイン
ターハイまで、ほとんど毎⽇動き作りやイメージトレーニングを続ける⽇々でした。克服したい課題は明確でしたが、
それを直接練習することができない毎⽇の中で、今できることは何かを考え、単調な練習を続けてきました。毎⽇、歩
⾏しながらの動き作りを続け、課題の克服に努めて、インターハイ当⽇を迎えることになりました。

 試技順2番⽬で迎えた予選1回⽬、踏み切り板に若⼲届かないくらいで踏み切り、ホップに⼊りました。彼の⼀番の課
題はホップでしっかりと腰を⼊れた状態で踏み切り、空中で余裕を持って接地に⼊ることでしたが、上⼿くいきません
でした。記録は14ｍ01（+0.3）。予選通過記録は14ｍ50。
 2本⽬、数センチのファウルとなりました。
 この⼤会、この⽇のために持てる⼒のすべてを出して努⼒してきた彼のことを思うと、絶対に3本⽬は満⾜のいく跳躍
をして欲しいと思い、祈るような気持ちで⾒ていました。しかし、再び数センチのファウル。  （映像はこちら）
2010年度のインターハイは、本当にあっという間に、そして静かに終わっていきました。
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 納得のいく跳躍であったかと聞かれれば、それは否定せざるを得ないと思います。しかし、彼の中学1年から5年間に
渡る取り組みは素晴らしいものがあったし、明らかに⾼校⽣選⼿としては精神的にも、⾁体的にも⾼いレベルに達した
と思います。それだけに、最後のインターハイではその集⼤成として表彰台に⽴って欲しい思いが強い選⼿でした。

 インターハイを終え、今、改めて感じることは、努⼒すれば良い結果が待っているはずだと誰もが思っているかもし
れないが、決してはそんなことはなく、ほとんどは悔しい思いをして終わることになるということです。それでも、努
⼒した者にしか良い結果は訪れないし、そんな何の保証もない中で、如何に⾃分を信じ、鍛え、挑戦し続けることがで
きるかが重要なのです 。
 私にとっても、今回の結果から学ぶことが多くありました。そして、何よりも昨年に引き続きインターハイへ連れて
きてもらったわけですから、感謝の気持ちで⼀杯です。

               
 最後に、和泉選⼿にコメントしてもらいました。
 

「今回のインターハイでの⽬標は、今の⾃分の中でベストの跳躍をすることで
した。これができれば⼊賞できると思っていましたし、実際に可能性はあった
と思います。結果的には⾮常に悔しい形で終わってしまいましたが、やれるこ
とは全てやったので悔いはありません。
都⼤会でケガをしてから跳躍練習も助⾛練習もできなくなり、もどかしく、イ
ライラする時もありました。しかし中学の頃からの⽬標を絶対に達成したかっ
たので、やれることは全てやろうと思っていました。イメージトレーニングや
ビデオを⾒て研究するなど、今まで以上に真剣に取り組んでみると⾃分に⾜り
ないことを次々と⾒つけられました。時間がなく、練習⽅法が限られる中でし
たが、よく先⽣と相談をして、弱点を克服するための練習をし、少しずつでし
たが成⻑できた充実感がありました。実際の跳躍には繋げきれなかったもの
の、できる限りの練習ができたと思います。
怪我をした時には、ただ休むのではなく、時間がある分、何が⾜りないのかを
⾃分で研究し、地道に取り組むことで、復帰後に⼤きく変われるチャンスにで
きるのだと思います。今まで何度も怪我をしてきましたが、今回ほどそれを感
じたことはありませんでした。

2010年度 都総体より

  今回の試合は仲間や先輩にたくさん応援してもらい、何より先⽣にこれ以上ないサポートをしていただいただけ
に、結果を出せず今までで⼀番悔しい試合となりました。ただこの経験は今後陸上を続ける上で、貴重な経験として絶
対に⽣きてくると思います。
引退がとてもさみしいですが、桐朋陸上部に⼊って良かったと⼼から感じています。
これからの桐朋陸上部の活躍に期待し、ずっと応援していきます。」

               


